日本政治史
-日中戦争-戦前最後の二度の総選挙
半期で小ﾃｽﾄを行う。
10/4(プリント二枚配布)

平和と民主主義の両立
=野坂参三(手紙)

平和と米(生活水準)は両立が難しい
平和と米と自由を求めて総選挙
なぜ難しいのか?

プリントP4

史料4米
史料5平和
斎藤隆夫(民政党)の演説
東亜の平和が大日本の平和になる
外交政策は??

外交上の政策は国防計画が変更されていないとおかしい
→改革はやらない
平和か改革か。
民政党と政友党が手を組んで軍部を倒す
人民戦線派
社会大衆党でなくて反戦平和の民政党を推す(P5史料6)

伏せ字。
ブルジョア政党へと変わっていく
当時の「労農」派
大森義太郎
アカとして飛ばされた
☆政友会と民政党の連携により郡部に対しようとする運動
宇垣内閣をかついで政友会と民政党の連携を人民戦線内閣といった。
→誰もサポートしてくれないことになる(笑)

反陸軍の内閣を造るために宇垣を持ってくる。
→宇垣派の策略かもしれないが、
社会大衆党が平和に目覚めてくれれば一番いい
→河合栄治郎(史料7)

10/8(プリント二枚配布)

P6

陸軍皇道派
青年将
(立憲)政友会
中小地主
新興財政
土木
民政党(誉めてるです)

大財閥
大地主
中小企業
社会大衆党
右派
中間派
左派-(共産党)

大森は一番左の社会大衆党左派と政友会で平和を実現しようとした
陸軍統制派
　国家社会主義
P9

P6史料8

美濃部達吉
「民主主義」「平和」P6表
10/11(プリント二枚配布)

　11/8テスト
戦争　1931-37

No2　平和VS民主主義　1928-37

社会大衆党の伸び=平和にならない
1)10月事件
満州事変(プリント地図)

南満州鉄道が爆破されたと自作自演。
史料3

チチハルへいけばソ連とぶつかる
史料4

P6の図
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

スティムソン
　史料5、7

スティムソンとのやりとり
忍耐はもはや極限=切れるぞ!→穏やかだと釈明
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!
10/15

平和を軸にした話
1936年
2.20

2.26事件
戦争と軍部独裁の可能性
1937年
4.30

1.25-29

1930年(昭和5年)

第二次若槻内閣(民政党)

・ロンドン海軍縮
・労働組合法案
平和と民主主義
1931,9,18満州事変
プリントP4

1930(若槻内閣)　　　　31,9,18-12,7　12,13(犬養毅政友会)　　　　　32,5,15(515事件)

民主---------→　　　悪くなっていく
平和---------→　　　悪くなっていく
史料11-陸軍に近い内閣を造る。
1936,2,20以来民主主義は伸びていく
　逆に平和は悪くなっていく
両方悪くなるのが
1937,7,7である。
1933,1-3

P6図　満州事変期と連盟脱退期
-10月事件と満州事変-

史料2

関東軍に熱河に入られては困る=国際連盟が黙ってはいない
御前会議を開こう。天皇の言うことは聞くでしょう史料3

陸軍が言われたことをやらなかったら天皇の名に傷がつく史料4

内閣高橋-史料5

関東軍がどんどん突っ走ることを抑えようとした!

だが。
国際連盟脱退。
36,2,26(二二六事件で襲撃)

→関東軍を抑えようとしていた人物が全滅、もはや力なくなる
天皇及び側近、大臣→関東軍の熱河進出を止められない
起こったことが歴史ならば、それを阻止しようとした人たちは歴史から消えてしまう。
史料6

連盟脱退を阻止しようとして動いた朕が最も信頼していた大臣たちが倒されて、首を絞められることになったのが重大だった。
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

選択問題
・平和(書きやすい?)

・民主主義
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

10/18(プリント2枚)

テストについて
日中戦争を阻止する方法
なぜできなかったかという問題
宇垣内閣。。
1931-37

十月事件　満州事変　連盟脱退　
1920-30年までの平和と自由と…、平等、
社会的平等
■政友会
原敬が山県有朋に相談。(資料1)

原敬『総理を辞めた方がいいだろうか…』
山県『君が辞めたら他にいないだろう。もう少しがんばってみたまえ』
　山県-陸軍、枢密院、貴族院を抑える。
　過半数は圧倒的に持っている政友会→原敬
山県『加藤高明(憲政会)は普通選挙をしようとするから、私は政友会を応援するぞよ』
史料2

普通選挙議案を否決することもできたが(=原敬の政友会は過半数超)

あえて、解散して選挙権を持つ人に問う。(金持ち選挙権持ちが賛成する?)

史料3

宇垣-特権的有権者に普通選挙の是非を問うのはおかしい
→原敬を批判
史料4　仲小路廉=官僚古手
普通選挙は今日避けられない。
このままでは政友会から普通選挙を提案できなくなり追い込まれることとなる
山県系官僚閥、山県閥(選挙関係ない政治家)

時はデモクラシーの時代。
もう山県うんぬんの時代ではない。
デモクラシーの時代に立ちはだかっていた山県と原敬が死ぬ(1921-22)

→いつまでも保守とつるんでても仕方がない=陸軍
陸軍『枢密院、貴族院とつるむのをやめた』
→政友会、憲政会へと別れていく陸軍
残った貴族院枢密院だけで内閣を組織できるのか?

政友会も左右に分かれる
政友会保守派→政友本党立ち上げ
枢密院議長で貴族院にも勢力をもつ清浦が内閣を組織するもすぐつぶれる
→憲政会、政友会、革新倶楽部で政党内閣を樹立させる(トップは憲政会)

やっぱり政友会と憲政会で対立する。
憲政党+政友本党(半分)=民政党
10/22

P2

保守的三点セット田中内閣
①皇室中心主義
②中国侵略主義
③共産主義弾圧の誇示
史料8原敬
史料9理想、ワシントン会議で山東半島を中国に返した
原敬政友会
平等×(普選に反対)

自由△(天皇は政治に関わらない)

平和○
公共事業△
緊急勅令による治安維持法の改正
→次の議会で承認を必要、だがその間に死刑になったものは?

史料11

共産主義を弾圧
史料13,14

政友会田中内閣
平等××
平和××
↑これから出てくる民政党!
プリント　日本政治史　第7回
悪いばっかりの政党じゃ議会制民主主義の意味がない!→民政党が登場
史料1　理想主義
男子普選→議会の素質を改変
特権階級の生活を下げ、貧民階級の生活向上を
民本主義-史料2　吉野の民本主義
史料4

永井柳太郎
　無産党の最も右翼である社会民衆党と既成政党の最左翼にある民政党は実質において同じである。
今後も民政党が無産大衆のために、無産党と共に共同戦線に向かって戦い、また戦わんとする。
左　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右
総同盟　　民政党　　VS　　政友会
政友会はどんどん右へ
民政党は左へ
民政党
平等○
平和○
→1930年　ロンドン海軍軍縮協定
平和→軍部が言うこときかない
どうすれば?

10/25

第七回続き
平和と民主主義
民政党がいかに政友会と違うか
史料6

永井さんのコメント
史料8

ロンドン協定
兵力量に関しては政府が決定
内閣>軍令部
内閣は軍令部よりも強いのです
我が党は選挙で圧倒的な…。(=民意があるのです)

軍令部の反対は押し切って、政府の責任で。
↑1930.4

平和と民主主義にどんどん進んでいったが、
一年後この立場が保たれることはなかった・・・
第八回
労働組合法
団体交渉権
労働協定
民政党にたいしての評価
→史料3

1927.2～1929.8

民政党と労働組合
史料4

安達内大臣は組合法に積極的
恐慌がはじまってくると、権利ではなくて実際になんとかしろ(=失業保険)と。
だが金を出してまで労働者を助ける気は全くない。
安達『失業保険はやらないよ。手当は出さないよ』
史料6

総同盟の要求
五、失業保険法を即時実施せよ。
六、浜口緊縮政策を打破り産業的積極政策を実施せよ。
ワークシェアリング(一.二)

=賃金減らしてみんなで働こう
総同盟が政友会のアピールに惹かれていき民政党を離れてしまう
史料6

「働きたいか?失業したいか?」
積極政策の政友会が選挙で圧勝することになる…。
これから民主主義悪くなる…。平和も悪くなる…。
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

第一門が第一回～五回まで
第二門が第六回～九回まで
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

10/29(プリント二枚)

第9回
天皇
→統帥部(第11条)

→内閣(第13条)

編制大権(第12条)→内閣
　　　　　　　　　　　　→統帥部
史料1

右翼:軍縮なんてとんでもない!

史料2:反対だとは言ってない
史料3:

史料4民政党
政友会鳩山一郎の質問
軍事専門家を信頼して、その完全な自由を…。
→内閣でなくて専門家=統帥部に任せろ。
内閣か?陸海軍統帥本部か?

国務→天皇→枢密院=国務
統帥→天皇→軍事議院
枢密院と軍事参議院
枢密院としてはロンドン軍縮には反対。
で、枢密院から軍事議院との交流は厚い壁にはばかられている。
聞くことができたら、
枢密院「軍も反対している軍縮についてのはんこを押すことはできませんよ」→天皇に
政党内閣が政友会、枢密院、軍部などの反対を押し切って軍縮を実現30/10/1=快挙
だが、しかしここでこのシステムで政党内閣が勝ってしまったことで、逆に反撃(=満州事変)を受けることとなる
平和と民主主義は30年(ロンドン軍縮条約)でピーク
31年以後は下り坂となっていく
軍部を抑えるためには陸軍育ちの宇垣が内閣を作る必要がある
社会大衆党が平和に目覚めることが重要
一番左の社会大衆党左派と政友会で平和を実現しようとした=森
二二六事件と総選挙の結果により、反乱は鎮定されたものの、このことは決して戦争と軍事ファシストの危険を弱めることはなく軍部が地位を従来より更に強化しただけではなく陸海軍の最高指導者が合法的方法でファシスト支配を実現しようとするものである
一方の総選挙の結果では、
関東軍に熱河に入られては困る=国際連盟が黙ってはいない
御前会議を開こう。天皇の言うことは聞くでしょう史料3

陸軍が言われたことをやらなかったら天皇の名に傷がつく史料4

内閣高橋-史料5

関東軍がどんどん突っ走ることを抑えようとした!

だが。
国際連盟脱退。
36,2,26(二二六事件で襲撃)

→関東軍を抑えようとしていた人物が全滅、もはや力なくなる
天皇及び側近、大臣→関東軍の熱河進出を止められない
1920年原敬政友会は平和主義であったものの、普通選挙議案を否決することのできる議員数を持っていたにも関わらず、それをあえて解散し、特権的有権者にその是非を問うなど山県とともにデモクラシーの時代に立ちはだかる存在となっていた。
　ところがその過半数超の議員数を持つ政友会の原と陸軍、枢密院、貴族院を抑えていた山県が21-22年に共に亡くなったことにより、陸軍が枢密院、貴族院から離れ政友会、憲政会へと別れていく。
　残った貴族院と枢密院だけで清浦内閣を組織するもすぐにつぶれ、その後政友会田中内閣が皇室中心主義、中国侵略主義、共産主義弾圧の誇示の保守的三点セットで、平和主義を放棄し、緊急勅令による治安維持法の改正など、平等と平和からはどんどん離れていき、政友会は労働組合総同盟からも批判されることになる。
そこで登場したのが男子普選による議会の素質の改変と特権階級の生活を下げ、貧民階級の生活向上を目指す理想を掲げた民政党で、無産大衆のために無産党とともに戦っていくことになる。
そして30年、圧倒的な民意を背景に政党内閣が軍部、枢密院、政友会の反対を押し切って政府の責任でロンドン軍縮条約を実現できたことは快挙であり、まさに平和と民主主義のピークとなっていた。しかしこのシステムで政党内閣が勝ってしまったことで逆にこの後反撃を受けることになってしまう。
さらには浜口内閣は労働において総同盟から評価を受けており、安達内大臣も組合法には積極的だったが、実際に恐慌になってみると、安達内大臣は失業保険はやらず、手当も出さなかったことから総同盟の態度は変化し、民政党から離れてしまい、積極政策をアピールした政友会へと近づいてしまうことで総選挙では政友会が圧勝し、そこからは平和と民主主義からはどんどん離れ、下り坂になっていくこととなる。
11/12

1880～1889～1920

自由民権運動、明治憲法
憲法の解釈改憲
1880-89

夢の時代、主張。
1879　福沢諭吉がみたこれからの日本とは。プリント史料
1881　国会期成同盟→自由党
82　福沢諭吉→立憲改進党
国会開設。
行政VS立法
行政>立法
11/19(プリント一枚配布)

1889.2.11大日本帝国憲法
明治憲法とはどういったものか?

・天皇主権
第一条と第四条の矛盾
天皇は統治者⇔統治権を総攬
伊藤博文⇔井上殻
統帥>内閣
内閣:参謀本部=・3:1

美濃部の気づかなかったこと=現地軍の暴走
憲法第55条
史料9-a　辻大先生
総理大臣、内閣の不一致
権力の割拠性?

史料10

辻氏が引用していなかった=読んでないはずがない
連帯責任?全体?

じゃあなんでいくらでも解釈できるような憲法を作ったのか。
11/22(プリント一枚配布)

第一条と第四条の矛盾
天皇主権。憲法により??

伊藤博文の説「内閣が天皇に対して責任を持つ=全体責任」
連帯責任=内閣が議会に対して責任を持つ
単独→天皇
井上は単独責任制に作った?

井上は非常事態(戦争や大地震)のときには例外とした
枢密院会議=井上殻と伊藤博文の綱引きにより完成?→明治憲法
鳥尾の質問に対する伊藤の回答はまさに全体責任?

天皇の責任が重すぎる?

左翼の歴史家=天皇絶対的だから責任?

実際には天皇は内閣の文書にはんこを押しただけ。
戦前の左翼は天皇権限を減らそうとした
戦前の右翼は天皇権限を増やそうとした
天皇-内閣,各大臣-政党内閣-衆議院
美濃部がなぜ連帯責任にこだわったか?

政党内閣が議会に責任を持つ
一国の政略…議は連帯責任ではない
政党内閣と超然内閣と官僚内閣
超越内閣=議会を超越。
官僚内閣=

大日本帝国は政党内閣を否定している??

↑1889.2.11

11/26(プリント2枚配布)

憲法できたって議会ないとダメね。
1890!

1890～1900

1873.10～
征韓論争にて板垣敗れる
1881.10～
明治14条の改変
1890～
1868@明治元年
1873@明治6年
→1881年
憲法→井上殻&伊藤博文
明治憲法に内閣の記述無し
プリント第九条
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

1890年の憲法ができるまでが中心
ｷﾀ━━━(ﾟ∀ﾟ)━━━ !!!!!

第14回
どうしてもわからないときは①の本は読んでおきたいね
立国過程1873-1877

(1)三つの『革命目的』
どの路線とどの路線が対立していたか?

対立の結果誰が勝って誰が負けた?

①西郷隆盛が中心となって朝鮮に条約を結びにいく　強兵派
大隈「そんな東アジアで戦争してる場合じゃない」征韓論
↑西南戦争
②開発派　富国派
鉄道、道路、電信電話
工場-買ってきた機械で作った綿が英国に勝てないと大変
生糸の奨励。
③民主化派　憲政派
憲法を作ってから派
藩閥派
まずは議会派
民権派
↑で対立
史料1

征韓論やらないと軍隊が黙っていない
そう簡単に征韓論はつぶせない
征韓論を言ってるのは軍隊。不平士族ではない
史料1-b台湾出兵から日中戦争
怒って帰っちゃった西郷を呼び返して、中国との戦争に備え大元帥にしようとした。
=陸海軍統合しないと中国と戦えない!

台湾出兵したら中国が出てきて日中戦争になると思った
戦争になりかかった=危ない危ない
そいで議会を作ろうという動きが出てくる
西郷たちの軍隊をおさえなきゃならない
(3)軍隊を一掃し、政府の目的たてれな戦争みたいなことにならないはず
ゆっくりやりたい、などの意見交換。75.1.22

大久保引っ張ってきて会談75.2.11大阪会議
↑その結果75.4.14

法律を民主的にする。県知事を集めて衆議院、天皇に国家立憲の約束。
戦争やるためには立憲してないとダメ?(立憲制)
この約束は明治政府にとって早すぎた
1890年の国会開設。
第一期の山=1875.4.14

第二期の山=1881.10.?～1890

11/29(プリント2枚配布)

(4)九月二十日江華島事件
戦争論が出てくると民主化は引っ込む
史料4日本側の意図的な挑発?

プリントP56

水がなくて江華島に水を求めに行った
戦利品を運ぶのに一生懸命で水を積み込み忘れる
飲料水を得るために近づいたというのはあやしい…。
↑により民主化は…。
外征派は立憲派等を抑え江華島事件使って目的達成
大久保利通
→日朝修好条規76.2

第15回
史料2

軍隊の傲慢は病人に薬を入れすぎた後の薬毒のようなもの
=はやくけりつけたい(木戸)

開発
陸軍「我々にも予算を…。」
強兵。。。陸軍がかなり弱気になっている。
江華島事件→内乱→殖産興業
②建設。。
77年2月
西郷軍反乱しそう・・
そいで農民がつかないように地租下げた。(17%の減税)

それにより軍隊の反乱に農民の反乱がつながらなかった
だが、これから公債発行開発ってときに減税してたらやっていけない。
だから紙を刷った。
4200万円紙を刷った。(国家財政8000万)

→インフレ(物価二倍)

政府の収入は60%減るはず
3.②外債論
お金ないから海外から金借りよう
☆1881(明治14年の政変)-1889,1890

明治14年の政変
→81.4仕掛けたのは交しん社の原稿。
81.10明治14年の政変
1875-76外征
1877内乱
1878殖産興業開発
開発が上手く行っていれば国会開設へはいかない。
ではなぜ1880年に開発は息詰まるのか?
大隈重信@追い出された
立憲改進党
西南戦争
東アジアの対外緊張
→開発/井上馨
開発独裁か上からの立憲か
12/3(プリント一枚配布)

イギリス流議院内閣制
第16回
民間運動左派。
河野&板垣会談
一緒に国会を起こしましょう!

士族民権→農民を中心とした農民民権(在地民権)

愛国者第3回大会
士族から農民へと広がったことにより
量が増えたことで質が落ちる?

史料1

山梨県の重要人物400人
史料2

国会は全国に関するもの、だから国会を建てる運動は全国でやるべき
それなのに勝手に集まって建言する連中は自分らの名誉のためやっている
伊藤井上大隈の熱海会議で国会開設に同意
下からの民主化
左派と右派
分裂
最終的に議院内閣制を提案
12/10

第17回
憲法論
井上馨=参議
井上殻=卿
史料1　1881.7.27

「イギリス型の憲法案が民意をつかんでしまった…。プロイセンの憲法に習って早くつくって,地方議員で討論して元老院=府県会の会議と元老院。」
こうじゅんしゃ憲法→明治憲法直して
①早い時期にやるべきだった
②公じゅん社案をぱくったという認識
保守派の憲法のチャンピオンこと井上殻
史料2

八年の聖詔→約束してた
二,三年待ったら負けちゃうという意識
公じゅん社案と明治憲法の関係
→史料4

第一=憲法第10条
第二=55条=連帯はダメ,全体責任はあり?

第三=71条=予算が成立しなかったら前年のを
井上馨らは貴族院
公じゅん社憲法の元老院
板垣退助,加藤高明も貴族院(伯爵)

原敬まで1人も国会議員はいなかった=公じゅん社案の元老院と国会議員に限るはまずい
原敬だけが衆議院議員だった=平民宰相
公じゅん社憲法が人気でてしまったが,そのまま採用しては明治政府が大変なことになる
→プロイセン憲法?

⑤三派対立の図式
保守,中道,急進
急進派の中道派批判
意外と意味のある行政VS立法
保守=岩倉具視
中道=

植木枝盛
史料5

行政VS立法にも意味はあるということ
鉄道作る
要するに治めるものと治められるものとの区別をしっかり
保守の井上の批判?

植木枝盛の批判?

しないですo

それぞれ言い分があって,構想の違いで対立していただけ。
12/13

第18回
板垣
12/17

1893年2月4回目の議会
植木枝盛の言ったとおりになった。ってとこまで。
第19回
国枠・農本主義
↑今までの自由民権運動にはなかった
欧化・農富主義　田舎紳士VS士族民権
史料1

保安運動から穏健派
③憲法大赦
→かつての民権派が出てきちゃった
→出てきたんだけど出てきた理由が憲法大赦。もう憲法できてた。
憲法とは国民の意見を聞いて作られるはず。
出てきたことによる影響=史料3

史料1　中江兆民
田舎紳士か?士族民権か?

憲法67条
憲法大権　既定　歳出　同意
　行政整理→地租軽減
田舎紳士=地主=地租減らしてもらいたい
一番大事なものに対して議会は政府の同意なくして決議できない?

55条=単独責任か?

10条11条
12/20

1890年
国税15円以上→地主(98%)

自由党→減税からの積極政策
1/21

第23回@最終講義
秋武@判事さんの紹介。
12～16回あたりがﾃｽﾄ
明治憲法体制について
1889.2明治憲法
1881.7岩倉綱領=実際は井上殻が書いた
史料1

大臣は天皇にたいして責任がある(議会ではなくて
明治憲法(81年7月の時点で)

→行政大権,統帥大権,外交大権,国務大臣単独責任制,前年度予算施行権はすでに明記
こうじゅん社憲法のぱくりである
①征韓論,殖産
②明治憲法
③1890年代から
①立国過程において,まず三つの路線の相互対立があった。
一つ目は征韓論の外征派,二つ目は殖産興業の開発派,三つ目は憲法か議会かの民主化派である。
1873年以降,まず全盛だったのは外征派であった。征韓論を言っているのは軍隊であって,そう簡単につぶすことは出来ず,台湾出兵ではあやうく中国との戦争になりかけた。陸海空軍を統合させなくては中国とも戦えないので,まずは西郷軍を押さえ,議会を作ろうという動きが出てきた,軍隊を一掃し、政府の目的をたてれば,戦争みたいなことにならないはず,75年大阪会議の結果,法律を民主的にする,県知事を集めて衆議院、天皇に国家立憲の約束を取り付けた。
だが,76年の江華島事件により,外征派は立憲派等を抑え目的達成することになった(日朝修好条規)

77年には西郷軍の反乱に農民がつかないように地租を下げた。(17%の減税)

それにより軍隊の反乱に農民の反乱はつながらなかったが、これから公債発行開発というときに減税していたらやってはいけない。だから紙幣を刷ったが逆にそれによるインフレで政府の収入は60%減ることになり開発が息詰まり,そこから国会の開設に向かうこととなった。
